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1. SPEDAS v3.0 ソースコードを、以下からダウンロードする。
http://themis.ssl.berkeley.edu/software.shtml

2. udas_egg_x_xx.zip をPCにコピーし、好みのディレクトリに展開
する。

準備
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3. IDLの設定で、
spedas_3_00 と udas_egg
の両方にパスを通す。



データファイルのURLを確認する
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ftp://ftp.swpc.noaa.gov/pub/lists/ace/

左のFTPサイトに
置かれている
ACE衛星の磁場
データのロードプ
ロシジャを作って
みよう。



1. loadproc_template_ascii.proをコピーし、ファイル名を好みの名前に変更する。（こ
こでは、仮に loadproc_ace_mag.proとする。）

2. loadproc_template_ascii.proをテキストエディタで開き、プロシジャ名を
loadproc_ace_magに変更する。

ロードプロシジャの編集(1)
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ここを、loadproc_ace_mag に書き換える。



Step1のところのパラメータを、以下のように編集する。

ロードプロシジャの編集(2)
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Windowsの場合、C:/Users/ユーザ名/data/test/
にダウンロードされたファイルが保存される。



Step2のところのパラメータを、以下のように編集する。

ロードプロシジャの編集(3)
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pathnames = ‘ace/’
filenames = ‘YYYYMMDD_ace_mag_1m.txt’
となるように編集する。



ロードプロシジャの編集(4-1)
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Step3のところのパラメータを編集する前に、asciiファイルのフォーマットを確認する。

このデータをロードして、
tplot変数に入れることに
する。

日時データ



Step3のところのパラメータを、以下のように編集する。

ロードプロシジャの編集(4-2)
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日時の文字列のフォーマット

tplot変数名

最初の2行は読み飛ばし
＃の行はコメントアウト

日時を除いて何列目をロードするか

データの区切り文字はスペース



ロードプロシジャの編集(5)
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Step4のところのオプションは、ひとまず、全てコメントアウトしておく。



1. IDLを起動して、以下のコマンドを実行する。

2. IDL> thm_init ; 初期化

3. THEMIS> timespan, ‘2018-5-20’ ; 日時を指定

4. THEMIS> loadproc_ace_mag ; ロードプロシジャを実行。

5. THEMIS> tplot_names ; ロードされたデータをチェック

1 ace_mag_1m ; と出ればOK。

6. THEMIS> tplot, ‘ace_mag_1m’ ; プロット。

ロードプロシジャのテスト(1)
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ロードプロシジャの編集(6)
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改めて、Step4のところのオプションを、以下のように編集する。



1. THEMIS> .comp loadproc_ace_mag ; コンパイル

2. THEMIS> loadproc_ace_mag ; 再実行

3. THEMIS> tplot, ‘ace_mag_1m’ ; プロット。

ロードプロシジャのテスト(2)
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1. THEMIS> THEMIS> timespan, ‘2018-5-16’, 3 ; 3日間を指定

2. THEMIS> loadproc_ace_mag ; ロードプロシジャを実行。

3. THEMIS> tplot, ‘ace_mag_1m’ ; プロット。

ロードプロシジャのテスト(3)
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1. split_vec コマンドで、ベクトルを成分毎に分離する。

2. thigh_pass_filter で、ハイパスフィルターを掛けてみる。

3. tdpwrspc コマンドで、 ダイナミックスペクトルを計算する。

4. 同じFTPサーバ内にあるswepamのファイルを読んで、太陽
風のプロトン密度、速度、イオン温度もプロットしてみる。

（ｄatatypeに’swepam’を加えることで、1つのロードプロシジャ
にまとめることもできる。）

応用編
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リファレンス
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http://themis.ssl.berkeley.edu/software_docs.shtml にコマンドリファレンス
があるので、参照のこと。


